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　島根おおち青年連盟と女性部は、食農教育事業の一環として管内６保育所（園）から約 50
名の園児を招いて芋掘り交流会を邑南町中野ふれあい農園で開催しました。園児を招いての芋
掘り交流会は令和元年から３年ぶりの開催となり青年連盟盟友、女性部員から 22 名が参加し
ました。
　通常であれば招いた園児全員と参加者が一堂に会して芋掘りをし、お芋料理を食べて交流を
図りますが、コロナウイルス蔓延防止のため食事会は中止とし、芋堀りも各保育所（園）の来
場時間をずらし、保育所（園）ごとに決められた畝で青年連盟、女性部と一緒に土にふれあっ
ていただきました。園児の中には土に触るのを嫌がるお子さんもいましたが、掘り始めると次
第に笑顔になり「もっと掘りたい！」と泥だらけになりながら芋掘りを楽しみました。
　青年連盟の小笠原晃一県委員は「久しぶりに園児の皆さんが喜ぶ姿を見られたことが一番嬉
しい！コロナ蔓延状況をみながら来年こそは通常の開催にしたい」と笑顔で語られました。
　また、事務局の上田理央職員は「今年は６月の猛暑による苗のマルチ焼けや水不足等で生育
不良を心配したが、大きく成長した芋がたくさん収穫でき安心した。来年度は水管理、草退治
を徹底して臨みたい」と来年に向け意気込みました。
　島根おおち青年連盟と女性部は、これからも協力し食農教育活動の継続をしてまいります。

ふれあい農園
芋掘り交流会
ふれあい農園
芋掘り交流会
10
11よ

い
し
ょ
!

い
っ
ぱ
い
採
れ
た
!

もっと掘り
たい!楽しかっ

た♪

よ
い
し
ょ
!

い
っ
ぱ
い
採
れ
た
!

で
っ
か
い
!

み
て
み
て
!

で
っ
か
い
!

み
て
み
て
!

ピース♪

もっと掘り
たい!楽しかっ

た♪
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島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会
、
島
根
お
お
ち
園
芸
振
興
協
議
会
、
島
根
お
お
ち
肉
用
牛
改
良
組
合
協
議
会

と
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
令
和
５
年
度
農
業
施
策
・
予
算
要
望
書
を
管
内
４
市
町
（
江
津
市
、
川
本
町
、

美
郷
町
、
邑
南
町
）
と
各
市
町
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

農
業
経
営
の
継
続
に
向
け
た
農
家
支
援
、
水
田
園
芸

の
取
り
組
み
支
援
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の

取
り
組
み
支
援
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
服
部
幸
信
本
部
長
は
、
生

産
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
、
後
継
者
不
足
、
鳥
獣
被
害

の
増
加
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
円

安
な
ど
に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
を
説
明
し
、
支
援
を
要

請
し
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
農
政
会
議
協
議
会
（
山
中
康
樹
会
長
）

は
、
肥
料
・
飼
料
高
騰
、
鳥
獣
被
害
に
よ
り
農
家
が
直

面
し
て
い
る
深
刻
な
状
況
を
訴
え
ま
し
た
。

水
田
園
芸
の
取
り
組
み
支
援
で
は
、
水
田
園
芸
に
取

り
組
む
生
産
者
が
栽
培
面
積
を
拡
大
す
る
た
め
の
機
械

の
導
入
に
対
す
る
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
取
り
組
み
支
援
は

①
堆
肥
の
投
入
に
対
す
る
支
援
②
特
別
栽
培
米
の
「
石

見
高
原
ハ
ー
ブ
米
」
の
生
産
振
興
に
関
す
る
支
援
③
有

機
農
業
へ
の
取
り
組
み
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

各
市
町
か
ら
は
「
生
産
者
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な

り
取
り
組
み
を
進
め
、
中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
農

業
に
向
け
て
し
っ
か
り
協
議
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強

く
お
応
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
４
年
度「
島
根
の
花
」

品
評
会
開
催

管
内
市
町
へ
令
和
５
年
度

農
業
施
策
・予
算
要
請

20
10月

27
10月

~

「
島
根
の
花
」
品
評
会
が
出

雲
市
の
朱
鷺
会
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
花
き
栽
培
と
商

品
化
技
術
の
向
上
を
は
か
り
「
島
根
の
花
」
の
評
価
を
高
め
、

花
き
栽
培
農
家
の
経
営
安
定
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

品
評
会
に
は
県
内
か
ら
１
０
６
品
の
花
が
出
品
さ
れ
、
島
根

お
お
ち
管
内
か
ら
も
８
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
小
松
地
農
園
（
美
郷
町
）
の
樋
ケ
隆
行
さ
ん
が
出
品
さ

れ
た
ア
ス
タ
ー
が
「
し
ま
ね
花
商
組
合
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
、

「
ま
さ
か
賞
に
入
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
す
ご
く
嬉
し
い
」

と
笑
顔
で
話
さ

れ
ま
し
た
。

島
根
お
お

ち
地
区
本
部
で

は
、
さ
ら
な
る

栽
培
技
術
の
向

上
に
努
め
、
島

根
お
お
ち
産
花

き
の
知
名
度
の

上
昇
、
生
産
意

欲
の
向
上
の
た

め
生
産
活
動
の

支
援
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

受賞された樋ヶ隆行さんしまね花商組合長賞に選ばれた
アスター「プチスカーレット」

美郷町 邑南町

江津市 川本町

8
10月

9
10月

・
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子どもたちと服部本部長の稲刈り交流

稲刈ったぞー！集合写真！！

米づくりの情熱と思いを伝える三浦会長

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
邑
南
町
矢
上
地
区
に
あ
る
「
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
水
田
」
で

生
協
ひ
ろ
し
ま
か
ら
参
加
し
た
消
費
者
な
ら
び
に
生
協
関
係
者
約
50
名
と
稲
刈
り
交
流

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
水
田
」
で
の
米
作
り
活
動
は
、
消
費
者
に
「
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
栽
培
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
生
産
者
と
の
交
流
を
通
し
て
米
作
り
の

苦
労
、
喜
び
、
食
べ
物
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
、
生
き
物
調
査
な
ど
の
体

験
に
よ
り
環
境
に
優
し
い
特
別
栽
培
米
（
減
農
薬
栽
培
）
の
栽
培
方
法
を
実
感
し
て
も

ら
い
、
石
見
高
原
ハ
ー
ブ
米
の
消
費
を
拡
大
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
暑
い
中
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
防
止
の
た
め
マ
ス
ク
着
用
で
の
作
業
と
な

り
ま
し
た
が
、
真
剣
か
つ
、
楽
し
く
稲
刈
り
を
行
い
ハ
デ
が
け
し
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
ハ
ー
ブ
米
生
産
部
会
の
三
浦
秀
樹
会
長
か
ら
は
、
食
料
を
安
定
的
に
生

産
す
る
こ
と
が
農
家
の
使
命
で
あ
る
こ
と
と
、
米
づ
く
り
の
大
変
さ
が
伝
え
ら
れ
、
参

加
者
は
頷
き
な
が
ら
熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
新
米
と
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
料
理
を
食
べ
な
が
ら
交
流
を
深
め

て
お
り
ま
し
た
。
来
年
こ
そ
は
再
び
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
け
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

世
界
的
な
肥
料
原
料
の
高
騰
に
伴
い
令
和

３
年
～
４
年
に
か
け
肥
料
価
格
が
高
騰
す
る

中
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
は
、
島
根
県
西

部
農
林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
水

田
の
土
壌
分
析
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

営
農
指
導
員
６
名
と
Ｔ
Ａ
Ｃ
２
名
が
指
定

日
に
２
名
ず
つ
参
加
し
、
川
本
合
同
庁
舎
土

壌
分
析
室
に
お
い
て
西
部
農
林
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
県
央
事
務
所
邑
智
農
業
部
職
員
の
指

導
の
も
と
作
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
肥
料
価
格
高

騰
対
策
と
し
て
土
壌
分
析
測
定
結
果
を
基

に
、
土
壌
中
の
り
ん
酸
・
カ
リ
の
施
肥
量
が

適
正
と
な
る
よ
う
来
年
度
の
施
肥
設
計
に
生

か
し
、
生
産
収
量
を
下
げ
ず
に
経
費
削
減
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
土
壌
分
析
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

土
壌
分
析
は
国
・
県
の
「
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事
業
」
の
取
り
組
み
要
件
の
１

つ
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
分
析
サ
ン
プ
ル
の
ご
提
出
締
め
切
り
を
延
期
し

12
月
20
日
（
火
）
ま
で
と
い
た
し
ま
す
の
で
土
壌
分
析
を
希
望
さ
れ
る
方
は
各
事

業
所
を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

尚
、
一
人
一
検
体
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
営
農
部
営
農
企
画

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
５

−

８
３

−

１
６
２
３

ふ
れ
あ
い
水
田　
稲
刈
り
交
流
会

肥
料
高
騰
対
策
に
伴
う

土
壌
分
析
作
業
を
実
施

25
9月

3
10月

~
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シナプソロジー体験スマホ教室

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
で
は
ゆ
と
り
倶
楽
部
の
第
６
回
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
本
店
ふ
れ
あ
い
福
祉
課
の
熱

田
由
香
職
員
の
指
導
に
よ
り
「
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
」
と
「
Ｊ
Ａ
て
ん

と
う
む
し
体
操
・
Ｊ
Ａ
み
つ
ば
ち
体
操
」
を
体
験
し
ま
し
た
。「
シ

ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
」
は
２
つ
の
事
を
同
時
に
行
い
、
脳
を
混
乱
さ
せ
て

適
度
な
刺
激
を
与
え
活
性
化
さ
せ
る
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
、「
倦
怠
感

の
低
下
や
記
憶
力
の
向
上
な
ど
に
効
果
が
あ
る
」
と
聞
い
た
あ
と
、

実
際
に
熱
田
職
員
の
指
示
に
従
い
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
な
ど
を
用
い
て

ゲ
ー
ム
感
覚
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
始
め
は
簡
単
な
動
き
か
ら
「
ス
パ

イ
ス
ア
ー
ッ
プ
‼
」
と
叫
ぶ
た
び
に
動
作
が
複
雑
に
な
っ
て
い
き
、

熱
田
職
員
の
「
間
違
っ
て
も
良
い
で
す
‼
脳
は
間
違
い
に
気
づ
い
た

時
に
活
性
化
し
ま
す
‼
」
の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
体
を
動
か
し

ま
し
た
。「
Ｊ
Ａ
て
ん
と
う
む
し
（
転
倒
予
防
）
体
操
・
Ｊ
Ａ
み
つ

ば
ち
（
尿
失
禁
予
防
）
体
操
」
は
、
イ
ス
や
足
踏
器
を
使
い
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
見
て
、
正
し
い
動
き
を
マ
ス
タ
ー
し
な
が
ら
音
楽
に
合
わ
せ
て

筋
ト
レ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
。
受
講
生
は
「
た
め
に
な
っ

た
。
転
倒
予
防
の
た
め
に
家
で
も
続
け
て
や
り
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。続

い
て
こ
の
日
は
ス
マ
ホ
教
室
も
開
催
さ
れ
、
希
望
者
が
参
加

し
ま
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
来
ら
れ
た
３
名
が
ア
プ
リ
、
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
イ
ン
ス
ト
ー
ル
の
用
語
説
明
を
さ
れ
た
あ
と
、
安
心
し

て
ス
マ
ホ
を
使
う
た
め
の
ア
プ
リ
の
見
極
め
方
や
有
料
、
無
料
が
あ

る
な
ど
の
話
を
さ
れ
、
実
際
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
ア
プ
リ
ス
ト
ア
か
ら

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
操
作
を
行
い
、
質
問
を
繰
り
返
し
な

が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
話
し
を
い
た
だ
き
終
了
し
ま
し
た
。

広
島
市
内
の
ス
ー
パ
ー
「
ス
パ
ー
ク
」
の
２
店
舗
で
「
山
陰
フ
ェ
ア

秋
の
朝
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
は
近
隣
野
菜
等
の
Ｐ
Ｒ
と
し

て
「
ス
パ
ー
ク
」
が
企
画
し
、
春
と
秋
の
年
２
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

フ
ェ
ア
当
日
は
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
、
い
わ
み
中
央
地
区
本
部
、

西
い
わ
み
地
区
本
部
の
３
地
区
本
部
か
ら
持
ち
寄
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
、
生

し
い
た
け
、
白
ネ
ギ
、
西
条
柿
な
ど
旬
の
野
菜
、
果
物
を
店
頭
販
売
し

ま
し
た
。
朝
市
を
訪
れ
た
お
客
様
は
、
陳
列
さ
れ
た
野
菜
や
果
物
の
特

徴
、
味
な
ど
を
担
当
職
員
に
熱
心
に
聞
き
な
が
ら
購
入
さ
れ
て
い
ま
し

た
。天

気
に
も
恵
ま
れ
、
久
し
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
例
年

よ
り
も
多
く
の
皆
様
に
ご
来
店
い
た
だ
き
西
部
３
地
区
の
青
果
物
を

P
R
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
島
根
お
お
ち
地
区
本
部

の
青
果
物
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
他
地
区
本
部
と
協
力
し
な
が

ら
顔
の
見
え
る
販
売
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

ゆ
と
り
倶
楽
部
第
６
回
講
座
開
催

ス
パ
ー
ク
山
陰
フ
ェ
ア

【
秋
の
朝
市
】

19
10月

22
10月
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支店
だよ
り 支店

だよ
り 川 本 支 店石 見 支 店

12月１日（木）に本年度２回目となる「第
24回石見支店年金受給者友の会グラウンドゴ
ルフ大会」を開催いたします。

グラウンドゴルフ初心者の方も大歓迎で
す！楽しく体を動かし健康維持しながら親睦
を深めましょう。賞品も多数用意しておりま
すので、ぜひこの機会にご参加ください。

参加申込書は今月の外勤でお配りしていま
す。皆様のご参加をお待ちしています。

【お申し込み・お問い合わせ先】
石見支店

TEL 0855-95-1221　FAX 0855-95-0210

頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 125 829,400 171,600 526,759 
ヌキ 151 1,029,600 286,000 675,983 
合計 276 608,400 

島根おおち
メス 7 619,300 221,100 494,371 
ヌキ 11 800,800 551,100 709,500 
合計 18 625,839 

瑞 穂
メス
ヌキ 1 777,700 777,700 777,700 
合計 1 777,700 

羽 須 美
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

石 見
メス 3 619,300 221,100 459,800 
ヌキ 1 800,800 800,800 800,800 
合計 4 545,050 

川 本
メス 1 525,800 525,800 525,800 
ヌキ 3 757,900 723,800 742,500 
合計 4 688,325 

邑 智
メス 1 578,600 578,600 578,600 
ヌキ 5 754,600 551,100 648,560 
合計 6 636,900 

大 和
メス
ヌキ
合計 0 0 0 0

桜 江
メス 2 525,800 451,000 488,400 
ヌキ 1 755,700 755,700 755,700 
合計 3 0 0 577,500 

県外移出率県外移出率

63.12%合計合計52.32%去勢去勢雌雌 75.57%

中央“反発”
令和４年10月子牛市場成績表

本県10月の子牛市場は、中央で開設し276頭の取引があり、平
均価格は、雌526,759円（前回比３千円安）、去勢675,983円（前
回比73千円高）、平均608,400円（前回比37千円高）で“反発”
の取引となりました。
今月は先般開催された、鹿児島全共での島根県勢の快挙の影響
もあり、新規購買者の来場により、活発な取引となりました。
雌については、バラツキが極端にあり大きな価格幅となりまし
たが、去勢については全体に揃いが良く、発育の良い牛が多く見
られた結果、大きく価格に影響しました。
枝肉相場においては、相場は決して強くなく、「全国旅行支援」
がスタートし、需要活性化に期待したいところですが、まだ相場
に反映されていません。以前「GoTo」事業では相場に若干反映さ
れたことから、今後需要の拡大とともに影響してくる可能性も見
据えていきたいと思います。
このような状況で、相変わらず、穀物、乾草、稲わら価格の高
騰が肥育農家の経営を圧迫しています。事態の早期収束を願いま
す。
産地としては、鹿児島全共の結果を踏まえた「県有牛」の積極
的な活用、繁殖農家での飼養頭数の維持・拡大及び後継者づくり
に地域を挙げて取り組み、購買者が島根県内各子牛市場へ安心し
て購買に来て頂けるような体制づくりが必要です。
畜産農家・関係団体と一体となり、和牛肉消費に協力しこの難
局を乗り切りましょう。
また、子牛の品質面においても、「しまね和牛子牛飼い方の手引
き」を活用し、「①元気で発育良好な牛、②余分な脂肪のついてい
ない牛、③肋張のいい牛、④肢蹄のしっかりした牛」を上場する
ことで、購買者に好まれる子牛市場となるよう、関係団体が一体
となって取り組み、「子牛の品質向上」に努めることが重要です。

12月９日（金）15：00～19：00
年金相談会を開催します。

詳しくは外勤日に配布しております
チラシをご覧ください。

お知らせ

川本支店の入り口に女性部川本支部の皆さ
んとビオラを植えました。ご来店の皆様に気
持ちよくご利用いただけるよう取り組んでま
いります。川本支店一同、皆様のご来店を心
よりお待ちしております。
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４年産米集荷状況（１等米比率はうるち米のみ）� 令和4年10月31日現在

委託数量
（袋）

集荷実績
（袋）

前年
最終集荷
数量（袋）

集荷率
（％）

１等米比率
４年産
（％）

３年産
（％）

２年産
（％）

瑞 穂 支 店 25,584 24,984 25,481 97.7 93.0 95.3 88.4

羽須美支店 9,049 8,634 8,907 95.4 77.5 90.4 84.9

石 見 支 店 31,200 31,977 35,988 102.5 87.3 95.9 86.4

川 本 支 店 5,285 4,996 4,767 94.5 82.6 88.4 77.6

邑 智 支 店 4,594 4,422 4,782 96.3 86.8 87.4 86.9

大 和 支 店 5,049 4,220 5,037 83.6 91.5 91.7 83.1

桜 江 支 店 7,832 7,955 7,692 101.6 80.8 82.7 84.7

合 計 88,593 87,188 92,654 98.4 87.3 93.1 86.0

　参考

前年同期 委託数量
（袋）

集荷実績
（袋）

集荷率
（％）

2021/10/28 95,810 90,271 94.2

前年集荷対比（％）

96.6

　病害虫に対しては有効な農薬も、なかに
は環境汚染を引き起こすものもあります。
様々な事故を未然に防止するために、農家
に保管されている不要な農薬の回収を下記
の日程で行います。

11月28日（月）〜
12月2日（金）

　廃棄を希望される方は、農薬を【普通物】・
【毒物劇物】に分類し、各営農生活ブロック事
業所までお持ちください。
　尚、委任状が必要となりますので、印鑑も併
せてお持ちください。

農業用廃棄農薬回収処理 回収方法・分別

普通農薬………… 1㎏当たり450円
毒物劇物農薬…… 1㎏当たり500円
・薬剤全て残量あるなしに関わらず計量し、処理料を

計算いたします。
※乳剤・液剤については容器の容量で処理料を計算します。
※普通物と毒物劇物との区別不能な物は毒物劇物扱いとします。

（
税
込
）
（
税
込
）回収実施期間

令和４年産米集荷状況

１．米集荷対策助成金
　令和４年産米をJAの米検査場へ出荷された米に対し、１袋当り30円（税込み）の集荷対策の助成
を行います。（但し、令和４年11月30日出荷分までとする）

２．令和４年産米の出荷についてお願い
　各営農生活ブロック事業所では、12月まで定期的に米検査を行う予定としています。保有米を再
度ご確認いただき、保有米に余裕がある方は１袋からでもJAへ出荷いただきますようお願いいた
します。

■出荷に関するお問い合わせは各営農生活ブロック事業所まで
　瑞穂事業所　83-1132 　　羽須美事業所　88-0121 石見事業所　95-1224 　川本事業所　72-0330
　邑智事業所　75-1861 　　大和事業所　　82-2557 桜江事業所　92-8025
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島根おおち地区本部

問い合わせ先 総務課 ☎83-1802

女 性 部 が 行 く

「
は
す
み
リ
ゾ
ー
ト
祭
り
」
で

米
粉
料
理

第
13
回
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス

大
学
に
参
加

ケ
イ
ト
ウ
栽
培
出
荷
反
省
会
開
催

桜
江
支
部
お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

羽
須
美
支
部
は
口
羽
リ
ゾ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
「
は
す

み
リ
ゾ
ー
ト
祭
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

祭
り
で
は
隣
の
ブ
ー
ス
で
う
ど
ん
を
提
供

さ
れ
る
阿
須
那
婦
人
会
の
皆
さ
ん
と
コ
ラ

ボ
し
て
か
き
揚
げ
う
ど
ん
を
販
売
し
ま
し

た
。
羽
須
美
支
部
が
か
き
揚
げ
を
担
当
し
、

衣
に
米
粉
を
使
い
玉
ね
ぎ
、
人
参
、
ご
ぼ

う
、
干
し
エ
ビ
を

具
材
に
揚
げ
た
て

を
う
ど
ん
に
の
せ

ま
し
た
。
森
光
美

佐
子
部
長
は
「
コ

ラ
ボ
す
る
こ
と
で
地
域
の
女
性
同
士
が
交
流
で
き
て
良

か
っ
た
。
か
き
揚
げ
は
米
粉
を
使
っ
た
こ
と
で
香
ば
し

く
、
美
味
し
く
仕
上
が
っ
た
。
ま
た
使
っ
た
油
の
量
、

汚
れ
も
少
な
く
米
粉
の
良
さ
を
再
認
識
で
き
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

島
根
お
お
ち
女
性
部
は
、
ケ
イ
ト
ウ
を
栽
培
出
荷
し
て
い
る
部
員
を
対
象
に
、
令

和
４
年
度
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
出
荷
反
省
会
を
開
催
し
、
今
年
度
の
ケ
イ
ト
ウ
栽
培
実
績
、

販
売
状
況
を
踏
ま
え
、
意
見
交
換
、
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
反
省
会
で
は
今
年

の
天
候
と
作
柄
、
傾
向
と
対
策
に
つ
い
て
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
営
農
指
導
員
が
丁

寧
に
回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
市
場
動
向
と
要
望
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

指
導
員
か
ら
は
「
島
根
お
お
ち
の
ケ
イ
ト
ウ
は
市
場
で
も
人
気
が
あ
り
需
要
が
高
い
。

今
年
は
品
薄
傾
向
だ
っ
た
の
で
来
年
は
ど
ん
ど
ん
栽
培
し
出
荷
し
て
ほ
し
い
」
と
の

話
が
あ
り
、
部
員
は
「
出
荷
は
も
ち
ろ
ん
、
規
格
外
な
ど
も
産
直
市
な
ど
を
利
用
し

て
粘
り
強
く
販
売
に
つ
な
げ
た
い
」
な
ど
と
来
年
に
向
け
て
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

桜
江
支
部
は
お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
３
弾
と
し

て
桜
江
支
店
内
に
設
け
ら
れ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
川
越
地

区
部
員
の
手
芸
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
展
示
開
始
日
に

合
わ
せ
作
品
を
持
ち
寄
っ
た
部
員
が
支
店
長
と「
絵
手
紙
」

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」「
ち
ぎ
り
絵
」「
わ
ら
じ
」
な
ど
の
作

品
を
レ
イ
ア
ウ
ト
し
配
置
し
ま
し
た
。
展
示
物
に
は
「
川

越
か
る
た
」
も
あ
り
、訪
れ
た
方
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

展
示
は
10
月
11
日
～
12
月
10
日
ま
で
行
わ
れ
市
山
地
区
女

性
部
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
る
予
定
で
す
。

18
10月

11
10月

16
10月

島
根
お
お
ち
女
性
部
は
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性
部
が

開
催
し
た
ア
グ
リ
レ
デ
ィ
ー
ス
大
学
に
22
名
の
部
員

が
参
加
し
ま
し
た
。
初
日
は
、
島
根
県
Ｊ
Ａ
女
性
組

織
結
成
70
周
年
記
念
式
典
が
大
社
文
化
プ
レ
イ
ス
う

ら
ら
館
で
開
催
さ
れ
、
丸
山
達
也
島
根
県
知
事
の
祝

辞
、
全
国
女
性
協
表
彰
の
あ
と
、
元
大
相
撲
力
士
の

舞
の
海
秀
平
氏
の
「
決
し

て
あ
き
ら
め
な
い
」
と
題

し
た
特
別
記
念
講
演
を
拝
聴
し
、
舞
の
海
氏
も
参
加
さ
れ

た
抽
選
会
で
は
当
選
の
ド
キ
ド
キ
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
玉
泉
で
地
元
産
季
節
の
食
材
を
使
っ
た

料
理
と
温
泉
を
楽
し
み
、
翌
日
は
Ｊ
Ａ
共
済
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
笑
福
亭
鉄て

っ

瓶ぺ
い

さ
ん
の
落
語
で
楽
し
み
な
が
ら

交
通
安
全
、
防
犯
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
帰
り
の
バ
ス

の
中
で
は
笑
い
声
が
た
え
ず
「
大
変
楽
し
か
っ
た
」「
参
加

し
て
よ
か
っ
た
」
の
声
を
多
数
聞
き
ま
し
た
。

２日目の昼食に出された県内
各地区女性部の地元産食材を
使ったお弁当

４
10月

5
10月

・
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今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く

さ
ん
届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意

見
ご
要
望
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介お便り紹介

灯油祭り
開催!!
灯油祭り
開催!!
灯油祭り
開催!!
灯油祭り
開催!!

◇
10
月
１
日
よ
り
広
島
か
ら
帰
り
田
舎
に
住
ん
で
い
ま
す
。
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
「
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
び
よ
り
」
で
す
。
特
に
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
に
つ
い
て
は
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
す
。
す
べ
て
が
始
め
て
な
の
で
広
報
誌
は
助
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
見
支
店
管
内　

Ｋ
さ
ん　

60
代

●
お
か
え
り
な
さ
い
で
す
ね
。
田
舎
の
暮
ら
し
は
い
か
が
で
す
か
？
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
変

わ
ら
な
い
と
こ
ろ
、
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
田
舎
暮
ら
し
、
秋
の
紅
葉
、
冬
の
雪
景
色
、

こ
た
つ
で
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
田
舎
暮
ら
し
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
我
が
家
の
主
人
は
コ
ー
ヒ
ー
を
一
日
何
杯
も
飲
ん
で
い
ま
す
が
、
不
眠
な
ど
と
い
う
言
葉

は
あ
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
只
、
ト
イ
レ
が
近
い
で
す
。
一
日
中
暇
さ
え
あ
れ
ば
寝
て
い
ま
す
。

夜
も
ぐ
っ
す
り
で
す
。
私
は
ほ
と
ん
ど
飲
ま
な
い
の
に
不
眠
症
で
す
。
悩
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
支
店
管
内　

Ｎ
さ
ん　

70
代

●
ご
主
人
は
き
っ
と
コ
ー
ヒ
ー
を
適
量
に
摂
取
し
て
上
手
に
お
付
き
合
い
を
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
ね
。
夜
も
ぐ
っ
す
り
睡
眠
さ
れ
、う
ら
や
ま
し
い
で
す
ね
。
コ
ー
ヒ
ー
に
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
も
あ
る
よ
う
で
す
の
で
…
😊

◇
10
月
号
の
「
し
ま
ね
び
よ
り
」
届
き
ま
し
た
。「
し
ま
ね
う
れ
し
ぴ
」
は
毎
月
旬
の
食
材

が
使
っ
て
あ
り
、
そ
の
ま
ま
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
活
用
さ
せ
て
も
ら
い
、
我
が
家
の
一
品
に

し
て
い
ま
す
。「
芋
ン
ブ
ラ
ン
」
と
て
も
お
い
し
そ
う
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
江
支
店
管
内　

Ｍ
さ
ん　

60
代

●
美
味
し
そ
う
で
し
た
‼ 

さ
つ
ま
芋
と
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
で
作
っ
た
芋
ク
リ
ー
ム
を
カ
ッ

プ
ケ
ー
キ
に
絞
り
出
し
て
栗
を
飾
り
出
来
上
が
り
♥
ケ
ー
キ
の
代
わ
り
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
で
も

Ｏ
Ｋ
と
あ
り
、
オ
ー
ブ
ン
い
ら
ず
で
嬉
し
い
で
す
ね
。

◇
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は
大
好
き
で
よ
く
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
で
も
、
年

の
せ
い
も
あ
り
、
だ
ん
だ
ん
と
よ
く
考
え
な
い
と
。
問
題
が
高
度
に
な
り
い
ろ
い
ろ
と
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
須
美
支
店
管
内　

Ｆ
さ
ん　

80
代

●
ク
イ
ズ
に
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
タ
テ
、
ヨ
コ
の
カ
ギ
は
、
毎

月
20
～
26
前
後
で
す
。
昔
話
、
ス
ポ
ー
ツ
、
地
理
、
料
理
、
農
業
な
ど
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
出
題
さ
れ
て
い
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
る
皆
様
は
き
っ
と
物
知
り
博
士
で
す
ね
‼

JAしまね�島根おおち地区本部

島根おおち地区本部

※店頭販売のみ対象となります。※店頭販売のみ対象となります。（配達は対象外となります）（配達は対象外となります）

石見燃料センター
瑞穂燃料センター
日和給油所
日貫給油所

0855-95-0406
0855-83-0151
0855-97-0126
0855-97-0401

市木給油所 0855-85-1001

期間

以降
予定

R4.R4.1111月月2222日日・・2323日日
12〜３月：第４火・水曜日
R4. 12/27・28、 R5. 1/24・25
R5.   2/21・22、 R5. 3/21・22

（火）（火） （水）（水） 期間

以降
予定

R4.R4.1111月月2222日日・・2424日日
12〜３月：第４火・木曜日
R4. 12/27・29、 R5. 1/24・26
R5.   2/21・23、 R5. 3/21・23

（火）（火） （木）（木）

皆さまのご
来店を

お待ちして
ま～す!!
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■お申込・お問い合わせは
� JA各事業所まで
 瑞穂事業所　0855-83-1134

羽須美事業所　0855-88-0121
石見事業所　0855-95-1224
邑智事業所　0855-75-1861

大和事業所　0855-82-2557
川本事業所　0855-72-0330
桜江事業所　0855-92-8025

どのセット、単品も消費税込み、送料込み
■申込み期間　令和４年10月24日～12月９日まで
 （発送は12月２日～）

※申し込みは発送日2日前までに（火曜日発送は前週金曜日までに）
※�ご記入の個人情報はJAにて厳重に管理し、許可なく第三者への
開示・提供はいたしません。

�ご不明な点はお気軽にお尋ねください。
ＪＡしまね
島根おおち地区本部

※都合により詰め合わせ内容が変わる場合がございますのでご了承ください。
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【お問い合わせ先】
JAしまね　瑞穂支店
（0855）83-1131

もしくはお近くのJA各支店へ･･･

国が年金で投資を
して大丈夫なの？

将来のために
ジックリと……

現在のGPIFは、将来の年金のために着実に投資による運用成果を挙げて
います。
実はGPIFの運用方針は、私たち個人も真似をすることができるのです‼
では私たちは具体的にどのように運用を行えるのか。
詳しいお話はJAの専門職員がお話しさせていただきます。
ぜひお気軽にお問い合わせください‼
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　　12月の行事予定
担い手人間ドック

場所：14日（水）…みさと館（美郷町粕淵）
　　　15日（木）…矢上交流センター（邑南町矢上）

農業者・女性部健診
場所：矢上交流センター（邑南町矢上）

ゆとり倶楽部
講座：クリスマスリース作り
場所：中野団地センター（邑南町中野）

12月16日金
12月21日水

12月14日水　～15日木

16日（金）・17日（土）・19日（月）12月の外勤日

JAしまね 島根おおち統括支店 金融課 TEL.0855-83-1803年金に関する疑問・質問は
お気軽にご相談ください

12月年金相談会 川本支店　12/9（金）　15:00～19:00
桜江支店　12/17（土）　9:00～12:00

公的年金と言われるものがあります。公的年金は『国民年金（老齢基礎年金）』と『厚
生年金』の２階建ての仕組みになっています。

そもそも年金って？

日本国内に住む２０歳以上６０歳未満の人は、すべて国民年金に加入することが義務
付けられています。自営業、農業、パート、学生、無職の方は保険料を納付します。
（令和４年度は月額16,590円）
配偶者に扶養されている方は配偶者が加入している年金制度が保険料を負担する
ので本人の保険料負担はありません。

国民年金〔基礎年金部分〕１階部分

会社員・公務員などが加入します。厚生年金に加入すると同時に国民年金にも加入
することになります。保険料は給料から天引きされ、給料や賞与に応じて勤務先と
の折半で負担します。

厚生年金（報酬比例部分）2階部分

９月の異動で年金業務を担当させて
頂くことになりました。岩谷です。
ねんきんびより作成や年金相談会な
ど皆様から頂いたご質問などを通し
て日々勉強していきたいと思います。

国民年金〔基礎年金部分〕
厚生年金（報酬比例部分）

60歳23歳 会社員 65歳
大学生

例：大学卒業後、23歳から65歳まで働いた方の場合

上記を図にすると…

国民年金〔基礎年金部分〕
厚生年金（報酬比例部分）

自営業・学生 会社員・公務員の配偶者会社員・公務員

１階
2階
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